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ＨＧＦ
とは？



ＨＧＦ
Hepatocyte Growth Factor

肝細胞増殖因子

動物（犬･猫）の体内にある物質



ＨＧＦ
肝臓の再生現象より発見された

肝細胞を増殖・再生する



肝 臓

臓器の中で
驚異的な再生力を持つ肝臓



驚くべき肝臓の再生力

部分切除(1/2)したラットの肝臓は1週間で完全再生



過去、世界中の研究者が

肝再生の実体解明に取り組むも

解明できなかった

しかし

１９８４年

ついにその実体が解明された



その実体は、特殊な分子構造を持ったタンパク質

Hepatocyte Growth Factor

ＨＧＦ

「肝細胞を増殖させる因子」
HGFの分子構造HGFの分子構造HGFの分子構造



ＨＧＦの発見者

大阪大学先端科学イノベーションセンター
再生創薬共同研究部門・特任教授、
大阪大学名誉教授

中村敏一

※ＨＧＦの発見者
世界に先駆けてＨＧＦを単離精製
ノーベル賞候補者



ＨＧＦが作用する組織・臓器
肝臓の再生研究から発見されたHGFは、その後の研究で様々な組織･臓器
にも作用することが実証され、再生医療の有力な候補の一つとなる｡

HGF



ＨＧＦは

私達ヒトや動物の体内にある成分(タンパク)



加齢とともに低下する血液中(ヒト)のＨＧＦ濃度

老化現象と密接に関係している



２歳

４歳

７歳

加齢とともに低下する血液中(イヌ)のＨＧＦ濃度

犬年齢
1     2     4      6     8    11   13         



加齢とともに低下する組織･臓器の機能

加齢とともに体内のＨＧＦ量が減少し
細胞の再生力が低下するため

組織･臓器が劣化する



人間大型犬

１２歳１歳

１９歳２歳

２６歳３歳

４０歳５歳

５４歳７歳

７５歳１０歳

８９歳１２歳

１００歳１５歳

人間小・中型犬

１５歳１歳

２４歳２歳

２８歳３歳

３６歳５歳

４４歳７歳

５６歳１０歳

６４歳１２歳

７６歳１５歳

犬とヒトの年齢の目安犬とヒトの年齢の目安

イヌは７歳を超える頃から病気が増える



✓動きがにぶくなった

大型犬は７歳、小型犬は１０歳、猫では12歳
を過ぎる頃から老化の兆候が現れ。

加齢とともに低下する組織･臓器の機能



１５歳以上のネコの８０％が腎臓病を患う

原因はまだ解明されていないが、１５歳以上の高齢ネコの

８０％が慢性腎臓病を患うことが報告されている。

腎臓の機能が３分の２失われてようやく症状が現れるとい

われ、早期発見が難しい病気。

ＨＧＦはネフロン実質細胞に作用し

慢性腎不全の病態を改善することが

報告されている。



HGFの高産生を誘導する植物エキス「Ekc-1」を開発

Ekc-1



「Ekc-1」のＨＧＦ産生誘導活性



ＨＧＦは

どのように作用するのか？



再生シグナル
再生シグナル 再生シグナル

細胞核

C-Met受容体
HGF

細胞寿命の延長

細胞･組織の再生

線維化の抑制･解除

炎症の抑制･鎮静

血管･リンパ管の新生 神経の新生

細 胞



組織（細胞の集合体）の線維化

コラーゲン・エラスチン・プロテオグリカン・フィブロネクチンなどのタンパク線維



細胞は常に分裂･増殖し、新しい細胞に入れ替わる

核

細胞



正常細胞 老化細胞正常細胞

細胞は常に分裂･増殖し、新しい細胞に入れ替わる

一日に数千億回も!!



〇胃壁

〇腸壁

〇肝臓

〇腎臓

〇骨

〇血液

〇皮膚（肌）

３～５日

１～３日

１ヶ月～１年

１ヶ月～１年

２～３年

３～４ヶ月

２８日？

細胞は常に分裂･増殖し、新しい細胞に入れ替わる

※ヒトの場合

40代: 55日
50代: 75日
60代: 100日



組織（細胞の集合体）の線維化



組織（細胞の集合体）の線維化

死 炎症老化



組織（細胞の集合体）の線維化



HGFは細胞を再生し組織の線維化を改善する



細胞(組織)の若化
じゃっか



若化 老化



若化 老化

幹細胞療法

ＨＧＦ誘導療法



幹細胞療法で期待できる効果

脳機能の改善脳機能の改善

加齢症状全般加齢症状全般

関節の若返り関節の若返り血管の若返り血管の若返り

皮膚の若返り皮膚の若返り

肝機能の改善肝機能の改善

腎機能の改善腎機能の改善

肺機能の改善肺機能の改善

心機能の改善心機能の改善

幹細胞



脳

肺

心臓
肝臓

腎臓

血管

関節

被毛

ＨＧＦ誘導療法で効果が期待できる組織･臓器

HGF

幹細胞療法と同様の効果が期待できる



脳細胞の老化



イヌにも増加している認知症



ＨＧＦの神経細胞への作用

HGFが有効な神経疾患

・神経栄養因子

・神経細胞の生存促進

・神経新生促進

・グリア細胞の機能改善

・線維化（グリオーシス）の抑制・改善

脳虚血・脳梗塞

脊髄損傷

ALS（筋委縮性側索硬化症）

パーキンソン病

脳卒中

水頭症

ハンチントン病

疾患名

末梢神経炎

アルツハイマー病

神経系でのHGFの作用



HGFを産生誘導する植物エキス「Ekc-1」

１２種類の和漢植物抽出エキス



Ekc-1のADモデルマウスでの効果

アルツハイマー病を主とした認知症の８０％は神経細胞に蓄積する変性したタンパク質（Aβオリゴマー、

Tauオリゴマー、過剰リン酸化Tauなど）が原因とされている。

Ekc-1に、これらアルツハイマー病の原因となる病理タンパクを除去する作用が確認され、またADモデル

マウスの認知機能を改善することが確認された。

また、パーキンソン病やＡＬＳにおいても同じく変性したタンパク質が蓄積することで発症するといわれて

おり、これら神経変性疾患に対してもEkc-1の効果が期待される。

Ekc-1
経口投与
［1か月］

海馬の切断面

大脳

［大脳皮質のAβオリゴマーを除去］

［萎縮した神経細胞を回復］

［海馬の過剰リン酸化タウを除去］

［海馬のTauオリゴマーを除去］

ADモデルマウス

社内研究資料



［大脳皮質のAβオリゴマーを除去］

［萎縮した神経細胞を回復］

［海馬の過剰リン酸化タウを除去］

［海馬のTauオリゴマーを除去］

Ekc-1のADモデルマウスでの効果
社内研究資料



Aβオリゴマー リン酸化タウ 活性化ミクログリア

シナプトフィジン BDNF HGF

Ekc-1のADモデルマウスでの効果

脳病理を改善!!

社内研究資料

※Aβオリゴマー、Tauオリゴマー、
過剰リン酸化Tauなどの

BDNFを産生増強させ
委縮した脳の

神経細胞を回復!!
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Ekc-1のADモデルマウスでの効果

ADモデルマウス

青色：Tg 水投与（n=7）

赤色：Non-Tg 水投与（n=7）

黄色：Tg Ekc-1投与（n=7）

≪モリス水迷路試験≫ ⇒マウスの認知機能を計る検査

認知機能を改善!!

社内研究資料



投与前 投与後

【モリス水迷路試験】

ADマウス

ADマウス
＋Ekc-1投与

健常マウス

マウスの認知機能（学習能力・記憶力）
を測定する試験

Ekc-1のADモデルマウスでの効果
社内研究資料

青色：Tg 水投与（n=7）
赤色：Non-Tg 水投与（n=7）
黄色：Tg Ekc-1投与（n=7）

認知機能を改善!!



Ekc-1エキスの期待できる効果

※BDNF(脳由来神経栄養因子)の産生
※アミロイドβの蓄積抑制&除去
※タウの蓄積抑制＆除去

全身の組織･細胞を修復･再生

〇疾病の改善 〇疾病の予防
〇老化の予防 〇若返り

≪Ekc-1のHGF産生誘導活性≫

【全身】

【脳】
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（0.001mg/ml）

脳･神経脳･神経

関節関節

血管血管

皮膚･被毛皮膚･被毛

肝臓肝臓

腎臓腎臓

肺肺

心臓心臓

加齢症状全般加齢症状全般



HGFを高産生する植物エキス「Ekc-1」

Ekc-1

錠剤

顆粒

ハードカプセル

ソフトカプセル



犬･猫たちペットの健康力を強力にサポートする

Ekc-1エキス配合製品




